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 愛知県一宮市で採集された外来種カブトニオイガメ

飯田晃弘*・北野　忠**・大仲知樹***

Kinosternon carinatum (Gray, 1855) (Testudines, Kinosternidae)
collected from Ichinomiya City, Aichi Prefecture

Akihiro Iida * , Tadashi Kitano ** and Tomoki Ohnaka***

はじめに

　現在，日本国内にはイシガメ Mauremys japonica

やクサガメ Chinemys reevesii などの在来種以外に北
アメリカ原産のカメであるミシシッピアカミミガメ
Trachemys scripta elegans や台湾原産のタイリクミナミ
イシガメ Mauremys mutica mutica など，主にペットと
して人為的に持ち込まれたカメが定着し，各地で野
生化している．また，近年では主に北アメリカに生
息するカミツキガメ Chelydra serpentina が千葉県北西
部の印旛沼などで繁殖していることが確認され（安
川 , 2002），2004 年に環境省によって「特定外来生物
による生態系等に係る被害の防止に関する法律」で特
定外来生物に指定されている．さらに定着は確認さ
れていないものの，フロリダアカハラガメ Pseudemys 
nelsoni やキバラガメ Trachemys scripta scripta，ハナガ
メ Ocadia sinensis などペットとして飼われていた外国
産カメ類の野外での発見が近年相次いで報告されてい
る（矢部，2003）．
　このような外国産カメ類の発見が相次ぐ中，筆者ら
も 2001 年に国内で発見例のない北アメリカ固有種で
あるカブトニオイガメ Kinosternon carinatum を愛知県
一宮市内の公園にある池で採集しているのでここに報
告する．

カブトニオイガメ Kinosternon carinatum

　独特の外観から一見してドロガメ属（Kinosternon）
と推定された．外部形態を Ernst and Barbour（1989）
に従って検索した結果，喉甲板を持たず（第 1 図），
背甲の中央部に著しく発達したキールがあることから

（第 2 図），カブトニオイガメと同定された．
                        

検視個体 : １メス

甲長 130.9mm，甲高 59.2mm，甲幅 92.7mm，
体長 342.9g（2006 年 9 月 24 日測定）

採集地の状況

　本個体は 2001 年 3 月中旬に愛知県一宮市浅井町浅
井山公園内にある池の岸辺のガレ場で，魚類採集中に

豊橋市自然史博物館研報　Sci. Rep. Toyohashi Mus. Nat. Hist., No. 18, 33-34, 2008

  * 財団法人岐阜県魚苗センター．Gifuken Gyobyou Center, 1486-4, Ikushi, Mino, Gifu 501-3756, Japan.

 ** 東海大学教養学部．Faculty of General Education, Tokai University, 1117, Kitakaname, Hiratsuka, Kanagawa 252-1292, Japan. 

*** 特定非営利法人犬山里山学研究所．NPO Satoyamagaku Laboratory, 364-2, Tonoji Aza Oh-aze, Inuyama, Aichi 484-0094, Japan.
     原稿受付 2007 年 9 月 11 日 . Manuscript received Sep. 11, 2007.
     原稿受理 2007 年 11 月 15 日 . Manuscript accepted Nov. 15, 2007.
     キーワード：カブトニオイガメ，国内初記録 , 愛知県 , 外来種 .
     Key words：Kinosternon carinatum，the first record in Japan, Aichi Prefecture, alien species.

荒尾一樹・大和　剛・石田　淳

第１図．咽甲板の拡大（腹甲側）．
　　　　喉甲板を持たない．
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得られた（第 3 図）．採集後，現在まで著者の一人で
ある飯田が飼育しているが，ほとんど成長していない
ことから採集された当時すでに成体であったと考えら
れる．本個体の採集地周辺には駐車場が整備され，人
の往来は多い場所である．また，桟橋などが作られ，
一般の人の接近は容易であり，釣り客も見かける．
　本調査地で筆者らが確認しているカメ類はミシ
シッピーアカミミガメのみであった． 

考　察

　カブトニオイガメはカメとしては小型で，価格も外
国産のカメの中では比較的安価であるため，古くから
ペットとして日本国内に輸入されている．近年では繁
殖も容易であるため，野生採集個体以外に国内外の繁
殖個体も販売されている．このような理由から，国内

のペット市場に大量に流通していると考えられ，本個
体も飼われていた場所から逃亡したか，あるいは飼育
者による遺棄があったと判断される．
　本個体は水温がかなり低い早春に採集され，採集後，
現在まで 6 年間飼育しているが，冬期には屋外で問題
なく冬眠している．また，カメ類は交尾後，精子が雌
の体内に長く生存しており，受精は遅れて起きること
が知られている（疋田，2002）, そのため，本調査地
での繁殖が予想されたが，本個体はその後の飼育期間
中に産卵したことはない．また捕獲後，およそ 3 年間
に 10 回ほど本調査地を訪れているが，現在までのと
ころ追加個体を確認出来ていないことから，本種が同
地で繁殖している可能性は低いと考えられる．
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が容易で，しかも在来種と外来種が含まれる生物群で
ある．また，在来種と外来種の比率に地理的傾向が認
められる事例も報告されている（矢部，1996，2006）．
そこで，愛知県中部にある三好町とその周辺において
淡水産カメ類の分布を調査し，カメ地図を作成して，
市民や児童・生徒の環境調査題材としての適否を検討
した．

材料と方法
                        
　対象生物 : 愛知県には，ニホンイシガメ Mauremys 
japonica，クサガメChinemys reevesii，スッポンPelodiscus 
sinensis，ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta 
elegans の 4 種の淡水産カメ類が棲息するとされてい
る（愛知県農地林務部自然保護課，1996）．ただしスッ
ポンは，国（環境庁自然保護局野生生物課，2000）や
愛知県（愛知県環境部自然環境課，2002）のレッドデー
タブックで DD（評価するだけの情報がない）とされ
ており，出現頻度が高いものではない．岡田ほか（2005）
も，豊田市とその周辺ではニホンイシガメが優占し，
次いでミシシッピアカミミガメとクサガメが多く，他

（スッポンおよびミシシッピアカミミガメ以外の外来
種）はごく僅かであったと報告している．
　これらのうちニホンイシガメは日本固有種で，丘陵
地や山麓部の谷川や池沼に生息する．クサガメは平地
の河川や池沼に生息し，本来は在来種であるが，西日
本や中国などで養殖された幼体が「ゼニガメ」として
流通している．野外で観察されるものの中には，これ
らに由来する移入個体も混じっていると思われる．ミ
シシッピアカミミガメはアメリカ合衆国南部原産の外

はじめに 
                        
　ある地域である生物の生育が確認された場所を大縮
尺の地図に記録して作成した分布図を，「生きもの地
図」という．市街地やその近郊で生きもの地図を作成
してその地域の環境条件を示す地図と重ね合わせる
と，それぞれの種がどのような条件を選んで生育して
いるかがわかり，地域の自然環境を保全するための重
要な基礎資料となる．また，このような地図作りに参
加した人は，自分たちが住んでいる地域の自然環境を
見直すきっかけを持つことができる（浜口，1998）．
　生きもの地図の中で最もよく知られているのは，タ
ンポポ地図である．タンポポ地図は，在来黄花タンポ
ポと帰化タンポポ（セイヨウタンポポおよびアカミタ
ンポポ）の分布状態を両者の生育地点数の比率で地
図上に示していくもので，大阪周辺（堀田，1977），
東京周辺（小川ほか，1979），愛知県平野部（芹沢，
1986）をはじめ全国各地で作成されている．生物の分
布調査は一般に調査者の経験や能力によって精度に大
きな差が出てしまうが，タンポポ地図は近縁な在来種
と外来種を対にして調査し，その比率を指標とするた
め，調査者の違いによる影響が比較的少ない．そのた
め市民参加の調査も行いやすいし，小中学校の環境教
育や自然観察教育の教材としても利用価値が高い（小
川ほか，1979；芹沢・芹沢，1987）．
　しかし，都市化の影響という点では，都市近郊の水
界は陸上以上に深刻な状態である．水界における適切
な自然環境指標生物の開発も緊急を要する課題であ
る．淡水産カメ類は，愛知県の平野部や丘陵地のため
池，水路等に広く分布し，大型で親しみやすく，識別

愛知県中部における在来および外来淡水産カメ類の分布
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第２図．カブトニオイガメの前側方．
　　　　背甲のキールが発達している．

第３図．採集地点．
　　　　国土地理院 25,000 分の１地形図「一宮」と「Map 

of Japan Ver.1.3.」（aoki2.si.gunma-u.ac.jp/map/map.
html）を使用．

　　　　矢印が採集地点




